
海
上
運
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
、
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
及
び
船
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
六
日

参

議

院

国

土

交

通

委

員

会

政
府
は
、
こ
れ
ら
の
法
律
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
運
用
に
遺
憾
な
き
を
期
す

べ
き
で
あ
る
。

一

東
日
本
大
震
災
及
び
原
発
事
故
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
災
害
な
ど
非
常
時
に
お
け
る
安
定
的
海
上
輸
送
の
確
保
を
図
る
こ
と

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
準
日
本
船
舶
の
認
定
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
準
日
本
船
舶
の
認
定
要
件
及
び
海
上

運
送
法
の
改
正
等
を
前
提
に
拡
充
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ト
ン
数
標
準
税
制
に
つ
い
て
は
、
日
本
船
舶
の
増
加
の
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
に
も
配
意
し
つ
つ
、
関
係
事
業
者
の
実
情
や
他
の
海
運
国
と
の
均
衡
を
十
分
に
踏
ま
え
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

二
千
十
三
年
以
降
に
建
造
契
約
を
結
ぶ
船
舶
に
係
る
二
酸
化
炭
素
放
出
規
制
の
導
入
を
踏
ま
え
、
先
駆
的
な
省
エ
ネ
・
環

境
技
術
の
研
究
開
発
の
促
進
及
び
そ
の
成
果
の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
造
船
業
の
受
注
力
強
化
・
販
路
拡
大
を
始
め
と
す

る
海
事
産
業
強
化
に
向
け
た
取
組
を
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
戦
略
的
に
推
進
す
る
こ
と
。
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三

改
正
船
員
法
に
よ
り
制
度
化
さ
れ
る
事
項
が
確
実
に
実
施
さ
れ
、
船
員
の
労
働
条
件
や
労
働
環
境
の
改
善
に
つ
な
が
る
よ

う
、
船
舶
所
有
者
、
船
員
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、
そ
の
内
容
の
周
知
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
労
使
の
取
組
状
況
を
把

握
し
助
言
等
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
法
定
検
査
及
び
寄
港
国
検
査
が
適
切
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
登
録
検
査
機

関
を
含
め
た
検
査
実
施
体
制
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。

四

海
上
輸
送
に
多
く
を
依
存
し
て
い
る
我
が
国
に
と
っ
て
、
資
質
の
高
い
船
員
の
確
保
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

海
事
産
業
の
魅
力
に
つ
い
て
の
海
事
広
報
活
動
に
努
め
る
と
と
も
に
、
特
に
、
優
秀
な
若
者
が
海
事
関
係
の
進
路
を
選
択
す

る
よ
う
船
員
養
成
機
関
や
海
事
産
業
界
が
学
校
教
育
の
現
場
と
連
携
し
て
行
う
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


